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「
ア
ン
チ
・
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
」
と
し
て
の
視
点
か
ら

「
ま
ず
い
給
食
」

、
』

可

の
よ
う
な
雰
囲
気
で
食

べ
る
か
。
こ
れ
ら
、
す
べ
て
が
合
わ
さ
っ
た

全
体
的
な
食
体
験
と
し
て
、
初
め
て
そ
の
場

で
味
覚
が
立
ち
上
が
り
、
う
ま
い
／
ま
ず
い

が
評
価
さ
れ
る
。
い
わ
ば
「
茶
の
美
学
」
の

原
点
に
立
ち
戻
ろ
う
と
す
る
も
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
モ
ノ
を
飲
食
す
る
際
、
か
な

ら
ず
同
時
に
耳
目
で
外
界
を
と
ら
え
、
と
き

に
何
か
の
動
作
を
示
し
、
語
り
つ
つ
、
と
き

に
移
動
し
、
家
や
学
校
、
会
社
や
旅
先
の
環

境
に
転
地
し
つ
つ
、
ト
ー
タ
ル
な
食
体
験
に

出
会
う
。
す
べ
て
の
食
事
機
会
が
、
あ
る
環

境
に
居
（
移
助
し
）
な
が
ら
、
複
数
の
行
動

を
し
な
が
ら
、
誰
か
・
何
か
（
人
や
動
物
、

モ
ノ
、
メ
デ
ィ
ア
）
と
と
も
に
味
わ
う
、
「
な

が
ら
．
（
モ
バ
イ
ル
）
食
」
と
し
て
の
「
茶
」

「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
と
称
し
て
、
と
こ
ろ

か
ま
わ
ず
食
事
写
真
を
撮
る
行
為
が
、
常
連

客
を
嘆
か
せ
て
い
る
。
性
的
な
見
せ
び
ら
か

し
に
な
ぞ
ら
え
て
、
「
フ
ー
ド
ポ
ル
ノ
」
と

呼
ぶ
人
も
い
る
ほ
ど
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
見

た
目
や
流
行
志
向
の
食
文
化
を
、
畑
中
三
応

子
氏
は
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ー
ド
」
と
呼
ぶ
。

ま
た
速
水
健
朗
氏
は
、
食
を
取
り
巻
く
意

識
に
つ
い
て
、
「
フ
ー
ド
左
翼
」
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
・
自
然
・
健
康
志
向
）
婚
「
フ
ー
ド
右
諏
匿

（
ジ
ャ
ン
ク
・
フ
ァ
ミ
レ
ス
・
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
志
向
）
」
と
い
う
対
立
軸
を
立
て
た
。
い

ず
れ
か
の
党
派
に
属
す
る
と
、
友
人
・
家
族
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急
時
空
」
を
一
期
一
会
の

体
験
と
し
て
捉
え
、
当

事
者
に
ス
ト
レ
ス
を
も

た
ら
す
か
、
逆
に
癒
し

や
快
楽
、
幸
福
感
を
も

た
ら
す
か
、
こ
だ
わ
る

立
場
で
あ
る
。

食
器
へ
の
盛
ら
れ
方

や
提
供
の
さ
れ
方
、
誰

と
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

晴肥
「
茶
の
美
学
」

好
品
の
文
化
論

な
の
で
あ
る
。

そ
の
立
場
は
、
ま
さ
に
岡
倉
天
心
の
説
く

「
茶
の
美
学
」
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に
映

像
人
類
学
的
に
言
え
ば
、
ジ
ム
・
ジ
ャ
ー
ム
ッ

シ
ュ
監
督
が
映
画
ヨ
ー
ヒ
ー
＆
シ
ガ
レ
ッ

ト
』
（
二
○
○
三
）
で
試
み
た
方
法
論
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
食
卓
で
コ
ー

ヒ
ー
や
タ
バ
コ
を
手
に
し
つ
つ
、
語
り
合
う

複
数
の
当
事
者
が
参
加
す
る
飲
食
場
面
を
、

定
点
観
測
的
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
収
め
る
、

全
体
主
義
的
方
法
論
で
あ
る
。

こ
の
立
場
に
立
つ
限
り
、
具
体
的
な
「
な

が
ら
（
モ
バ
イ
ル
）
状
況
」
か
ら
独
立
し
た
「
純

粋
な
栄
養
摂
取
」
「
純
粋
な
味
覚
」
な
ど
は
、

あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
最
近
、
あ
る
学

校
「
給
食
」
が
、
多
く
の
生
徒
か
ら
「
ま
ず
い
」

と
評
価
さ
れ
た
例
で
は
、
た
と
え
栄
養
・
術

生
面
で
問
題
が
な
く
て
も
、
何
か
が
全
体
的

に
「
衰
ず
い
」
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
。
改

善
策
と
し
て
は
、
そ
の
「
何
か
」
が
見
つ
か

る
ま
で
、
複
合
要
因
の
一
つ
一
つ
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
ほ
か
な
い
。
食
べ
る
の
大
好
き
（
い

つ
も
腹
ペ
コ
）
な
中
学
生
た
ち
が
、
声
を
そ

ろ
え
て
「
ま
ず
い
」
と
言
う
か
ら
に
は
、
何

か
よ
ほ
ど
大
き
な
「
ま
ず
さ
」
が
、
そ
こ
に

あ
る
に
違
い
な
い
。

で
さ
え
分
断
さ
れ
、
食
卓
を
と
も
に
で
き
な

い
と
い
う
。

飢
餓
の
時
代
に
は
、
わ
ず
か
な
食
べ
物
に

あ
り
つ
く
だ
け
で
、
誰
し
も
が
一
つ
に
な
れ

た
。
現
代
日
本
の
よ
う
に
豊
か
で
多
彩
な
食

環
境
下
で
は
、
か
え
っ
て
老
若
男
女
・
貧
富
．

階
層
・
趣
味
噌
好
の
細
か
い
差
異
・
対
立
が

浮
き
彫
り
と
な
り
、
食
が
一
体
感
を
喪
失
さ

せ
、
不
幸
を
生
み
出
す
元
凶
と
な
っ
て
し
ま

う
の
か
。

畑
中
氏
や
速
水
氏
の
問
題
提
起
を
包
摂
す

る
形
で
、
も
う
一
度
、
食
文
化
や
食
体
験
を
、

人
類
の
幸
福
に
資
す
る
存
在
と
し
て
、
位
腫

■

，
●
●
，
．
，
’
一
〃
，
，

、

個
人
の
噌
好
・
選
好
次
第
で
「
無
限
に
選

択
可
能
」
な
時
代
（
Ｓ
・
ア
イ
｝
’
ラ
ガ
ー
）
は
、

米
も
野
菜
も
水
も
塩
も
、
〔
噌
好
品
」
と
な
る
。

も
と
よ
り
伝
統
的
な
噌
好
品
、
酒
・
タ
バ
コ
・

コ
ー
ヒ
ー
・
茶
な
ど
は
、
次
第
に
流
行
ら
な

く
な
る
趨
勢
だ
が
、
す
べ
て
の
飲
食
物
が
噌

好
品
化
し
て
い
く
時
代
で
も
あ
る
。

現
代
は
食
が
、
多
層
的
な
「
な
が
ら
（
モ

バ
イ
ル
）
状
況
」
の
入
れ
子
構
造
の
中
、
何

重
に
も
深
く
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
際
限
な
く
選
択

可
能
な
状
況
に
馴
染
ん
で
き
た
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
「
選
べ
な
い
」
苦
し
み
は
、
よ

り
大
き
な
不
幸
を
も
た
ら
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
給
食
も
、
「
栄
饗
を

摂
る
義
務
や
椛
利
」
と
い
う
旧
来
の
言
脱
空

間
か
ら
解
放
し
、
気
分
よ
く
楽
し
く
選
択
可

能
な
場
に
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
、
「
ま
ず
さ
」

は
消
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
「
ま
ず
い
」

な
ら
、
メ
ニ
ュ
ー
を
変
え
、
業
者
を
変
え
る

だ
け
で
な
く
、
配
膳
を
変
え
、
席
順
を
変
え
、

場
所
・
時
間
帯
を
変
え
、
ル
ー
ル
を
変
え
、

教
師
を
変
え
、
校
長
を
変
え
、
学
校
を
変
え

る
と
こ
ろ
ま
で
、
総
点
検
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
時
代
に
、
わ

れ
わ
れ
は
生
き
て
い
る
。

づ
け
ら
れ
な
い
か
。
当
方
が
提
案
す
る
の
は
、

Ｈ
・
セ
リ
エ
の
唱
え
た
「
ス
ト
レ
ス
学
脱
」

の
応
用
で
あ
り
、
食
を
「
噌
好
品
」
Ⅱ
「
ア

ン
チ
・
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
」
（
Ⅱ
ス
ト
レ
ス
を

緩
和
さ
せ
る
刺
激
）
と
捉
え
る
試
み
で
あ
る
。

そ
の
試
み
は
、
食
を
単
な
る
栄
養
摂
取
機

会
や
分
子
の
塊
と
み
な
す
「
要
素
還
元
主
義

冨
号
＆
○
三
ｍ
目
に
抗
う
立
場
で
あ
る
。
ま
っ

た
く
逆
に
、
具
体
的
な
食
事
場
面
一
つ
一
つ

を
、
多
層
的
な
要
因
か
ら
成
る
、
ト
ー
タ
ル

な
食
文
化
・
食
体
験
と
み
る
「
全
体
主
義

一
】
○
一
一
皆
．
｜
的
方
法
論
と
い
え
よ
う
。
同
じ
飲

食
物
を
口
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
食
の

尋
晴
好
品
の
文
化
論
〕
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